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本研究はエネルギ一分野へのプラズマ溶射皮膜の適用として ， Ti02 ルチル粉末単独と各種酸化物を
添加したTi02 ルチル粉末の溶射を行い，その溶射条件，熱処理，表面処埋および添加酸化物がTi02 溶
射皮膜の光電極特性に及ぼす影響を明らかにすると同時に，優れた n型半導体 Ti02 ルチル皮膜光電極
の作製について検討し，一連の研究成果をまとめたものであり，以下の 7 章から構成されているO
第 l 章は緒論であり，本研究の内容および必要性と目的について述べた。
第 2 章では， Ti02 溶射皮膜の光電極特性を示すために必要なTi02 プラズマ溶射皮膜の電気伝導性を，
皮膜の酸素脱離量と電気伝導度との関係から明らかにした。
第 3 章では，各種プラズマ溶射条件で、得られたTi02 溶射皮膜電極の光アノード特性を，電流-電極
電位曲線より明らかにし，溶射雰囲気，熱処理，添加物の効果があることを示した。
第 4 章では， Ti02 プラズ、マ溶射皮膜の光電極特性を，光電流と空間電荷領域のイオン化ドナー濃度
(ND) との関係として検討し，各プラズ、マ溶射条件にかかわらず，光電流は ND の減少とともに直線的
に増加することを明らかにした。
第 5 章では ， Ti02溶射皮膜のルチノレからアナターゼ相への変態と光電流との関係を，各溶射条件の
下で検討し，特に添加酸化物の効果に対して，アナターゼ相を安定にする添加物は，酸素脱離を抑制
し光電流を大きくすることを明らかにした。
第 6 章では，可視光線領域からのTi02 溶射皮膜のサブバンド応答性を検討し， Y203-Ti02 溶射皮膜



















(4) Ti02 プラズマ溶射皮膜のルチル相からアナターゼ相への変態に際して アナターゼ相を安定化
するのに有効な酸化物が存在することを見い出している。そしてその添加により酸素離脱を抑
制し，光電流を顕著に増加させることが可能になることを明らかにしているo
(5) 酸化物添加溶射皮膜として， Y203-Ti02 溶射皮膜電極はそのサプバンドギャップ波長476n m の
光に対する光電流効率は約1.6%を示し，未添加 (Ti02単独皮膜)の場合と比較して数倍程度にな
り，実用的に有効な値に近ずくことを明らかにしているO
以上のように，本論文は溶射皮膜をエネルギ一変換素材として適用するに必要な作成上の諸条件に
ついて多くの知見を与えるものであり，溶射工学および高温工学の発展に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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